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参加者、関係者と一緒に歩み続けます

エコチル調査　福島ユニットセンター　
センター長　橋　本　浩　一　

　エコチル調査福島ユニットセンターのこれまでの活動報告書をお届けします。

　福島ユニットでは平成23年１月31日より、調査対象地域の福島市、南相馬市、双葉郡

の協力医療機関においてエコチル調査への参加者登録が開始されました。しかし、残念

ながら開始間もない３月11日に東日本大震災、その後の東京電力第一原子力発電所事故

に見舞われました。調査対象地域が限定されている本調査へ、震災直後より調査対象地

域外の妊婦さん、医療機関から全県下での実施を望む声がありました。多くは放射線に

対する不安の声であり、震災後の一時期は同意率が100％で推移しました。化学物質に

特化したエコチル調査では当時の声に十分にお応えすることに困難さを感じていました

が、「家族の半年ごとの質問票調査による子どもの見守りは、今までの子育て環境には

ない綿密な見守り環境となります。万が一にも何らかの兆候が見られた時は早期に医療

機関に相談することが可能となり、将来を通じて不安に応えることができます。」と説明

してきました。一方、不安解消の観点から、「放射線の健康影響を評価するためのデー

タをできる限り収集し、これまで予期されなかった影響が万一にも生じることがないか、

見守っていくことが重要である。」という考えにより、全国15ユニットに係る調査全体の

研究計画書が改定され、平成24年10月１日からエコチル調査で解析する環境要因に放射

線が加わり、福島県では調査対象地域が福島県全県下に拡大されました。その結果、平

成24年10月１日から対象地域が14市町村から59市町村へ、協力医療機関が18医療機関か

ら51医療機関へ、そして、リクルート予定人数も6,900人から15,900人になりました。準

備不十分なまま開始され、多くの関係者に多大なる負担をお掛けしながらも、参加者の

ご理解に支えられ予想以上のスピードで参加者登録が進められています。改めまして調

査に御参加いただいた家族の皆さま、協力自治体、医療機関の皆様に深く感謝申し上げ

ます。

　私たち福島ユニットセンターの課題として、「放射線障害への不安」、「単なる調査で

は受け入れられない 」、「協力体制の確立」があげられます。適切なリスクコミュニケー
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ションと支援体制の確立、いかに参加者に寄り添うか、そして、参加者、県民への十分

な説明が求められています。震災後の不安と混乱の中、子どもは日いちにち成長し、平

成23年夏に出生したエコチルキッズは既に１歳半を過ぎています。エコチル調査は子ど

も達の成長に合わせ変化が求められます。そして、遅まきながらも歩み始めた福島県の

復興とともに歩み、エコチル調査福島ユニットセンターは微力ながら「福島で産み育て

る」ことをお手伝いすることが最大の課題ととらえ取り組んでいます。

　リクルート期間は残すところあと１年となりました。震災後からこれまでの期間は何

方においても「激動の２年間」であったと存じます。エコチル調査は歩み始めたばかりで

すが、参加者、関係者と立ち止まることなく一緒に歩み、成長し続けたいと存じます。

今後とも宜しくお願い致します。

平成25年３月
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エコチル調査の概要

　（背　景）

　近年、子どもに対する環境リスクが増大しているのではないかとの懸念があり、環境中の有害物

に対する子どもの脆弱性について国内外で大きな関心が払われている。1997年に米国マイアミで開

催されたG８環境大臣会合において「子どもの健康と環境」に関する宣言が出され、その後、デンマー

ク、ノルウェー、米国でそれぞれ10万人規模の子どもを対象とする大規模な疫学調査が開始された。

さらに、2009年にイタリアのシラクサで開催されたG８環境大臣会合において、「子どもの健康と

環境」の問題の重要性が再認識され、各国が協力して取り組むことが合意された。

　また、環境省「小児の環境保健に関する懇談会」報告書（2006年８月）において示されたように、小

児は発達途上にあり、各器官の構造や機能が成熟する時期はそれぞれ異なる。また、子どもは身体

的特徴や行動特性によって環境中の有害物に対して特異的な曝露形態があり、化学物質の体内動態

にも成人との違いがあるなど、子ども特有の脆弱性がみとめられる。

　環境リスクが人の健康に与える影響を明らかにするために、従来から動物実験、基礎研究を中心

としたメカニズムの解明が図られてきた。一方で動物と人では、形態学的、生理学的な種差がある

ことから、動物実験の結果をそのまま人に当てはめることは難しい。そこで、実際に人においてど

のような影響があるのかを、人の集団で観察する疫学的なアプローチが求められている（小児環境

保健疫学調査に関する検討会報告書、2008年３月）。

　環境省は2008年４月に「小児環境保健疫学調査に関するワーキンググループ」を設置して、新たな

疫学調査の基本計画について検討を開始した。基本計画の検討は、2009年９月に設置された「子ど

もの健康と環境に関する全国調査に関する検討会」に引き継がれ、2010年３月、環境省は「子どもの

健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」基本計画を作成・公表し、独立行政法人国立環境研

究所をコアセンターとして、エコチル調査を開始することとなった。

　2011年１月から参加募集が開始されたが、エコチル調査の開始後間もなく、東日本大震災及び東

京電力福島第一原子力発電所事故が発生し、国民の間に、放射線の健康影響への不安が高まってい

る。これまでの科学的知見からは、今回の事故に伴う放射線被ばくにより、胎児や新生児を含め一

般の方々に健康影響が生じるとは考えにくいと評価されている。しかしながら、国民の不安を解消

する観点からは、放射線の健康影響を評価するためのデータをできる限り収集し、これまで予期さ

れなかった影響が万一にも生じることがないか、見守っていくことが重要である。このため、全国

15ユニットに係る調査全体の研究計画書が改定され、平成24年10月１日からエコチル調査で解析す

る環境要因に放射線が加わり、また、福島県では調査対象地域が福島県全県下に拡大された。
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　（調査の実施）

　本調査は環境省の企画・立案の下で、コアセンターが研究実施の中心機関として、調査の総括的

な管理・運営を行い、独立行政法人国立成育医療研究センターが医学に関する専門的知見を有する

メディカルサポートセンターとしてこれを支援する。公募により全国から選定された福島ユニット

を含む全国15か所のユニットセンターが、各地域でのリクルートやフォローアップを担当する。各

調査地区では、ユニットセンターが核となり、地方自治体と連携しつつ地域内の協力医療機関との

緊密な共同関係を築き、参加者のリクルートやフォローアップを実施する。

　（調査の詳細）

　「エコチル調査とは」

　・子どもの健康と環境に関する全国調査の愛称。

・リクルート期間は2011年１月から2014年３月までの約３年間、胎児期から出生後子どもが13歳

に達するまで調査をする。その後の解析期間は５年間。計21年の出生コホート研究。

　・調査対象地域の妊婦に本調査への参加同意を頂き、全国で10万人の登録を目指す。

　　　（本県では当初分が6900人、全県化に伴いさらに9000人増員）

　・追跡率は80％以上を目指す。（各方面との協力体制が課題）

　・対象地域：全国15ユニット

北海道、宮城、福島、千葉、神奈川、甲信、富山、愛知、京都、大阪、兵庫、鳥取、高知、

福岡、南九州・沖縄

　・福島ユニットセンターの調査対象地域

　　　平成23年１月～平成23年５月：福島市、南相馬市、双葉郡、

　　　平成23年６月～平成24年９月：福島市、南相馬市、双葉郡、伊達市、伊達郡（国見町、桑折町、

　　　　　　　　　　　　　　　　　川俣町）

　　　平成24年10月～　　　　　　：福島県内全市町村

　　　　※ただし、南相馬市、双葉郡の対象地区に関しては震災以後中断

１．目　的

　（１）　環境要因が子どもの健康に与える影響を明らかにする。

中心仮説「胎児期から小児期にかけての化学物質曝露が、子どもの健康に大きな影響を与え

ているのではないか？」

（２）　化学物質の暴露や生活環境が、胎児期から小児期にわたる子どもの健康にどのような影響
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を与えているのかについて明らかにし、化学物質の適切なリスク管理体制の構築につなげる。

（３）　国民の不安を解消する観点からは、放射線の健康影響を評価するためのデータをできる限

り収集し、これまで予期されなかった影響が万一にも生じることがないか見守る。

２．参加者の適格要件と除外要件

以下の適格要件を満たし、除外基準に該当しない妊婦を、またその妊婦が出産した子どもと

父親を対象とし、インフォフォームドコンセントが得られた対象者。

（適格要件）

　（１）　出産予定日が2011年８月１日以降である。

　（２）　リクルート期間中（妊娠中）にユニットセンターが指定した調査地区に住民票がある。

　（３）　将来的にも日本国内に居住する。

　（４）　説明書・同意書の日本語が読める・理解ができる・記入ができる。

　（５）　協力医療機関で出産予定である。

　　　＊協力医療機関：本調査への協力を承諾した医療機関。

　　　　 福島ユニットセンターにおける協力医療機関は51医療機関（平成25年１月31日現在。21ペー

ジの協力医療機関一覧を参照）

（除外基準）

（１）　インフォームド・コンセントが本人から得られない妊婦、又はその子どもの父親、ただし

子どもについては妊婦（母親が）代諾者となる。

　（２）　質問票の記入が困難な妊婦、又はその子供の父親。

（３）　里帰り出産などの事情により出産時の調査が困難であることが、リクルート時点で明らか

な妊婦

３．エコチル調査の内容（調査項目）について

　（１）　母親あるいは児に実施される項目

１）妊娠前期、２）妊娠中後期：採血、採尿、質問票調査

３）出産時：臍帯血採取

４）出産後：採血、毛髪採取

５）出産後１ヶ月母乳採取、質問票調査
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＊以後半年ごとに児に関する質問票調査等が行われる。

＊全体調査対象者から無作為抽出した一部（全国で約5000人）を対象とする詳細調査も実施される。

　（２）　父親に実施される項目（参加は任意）

１）質問票調査（１回のみ）　２）採血（１回のみで任意）

　（３）　本調査で収集するアウトカム

１）妊娠・生殖：性比、妊娠異常、流産、死産、早期産等

２）身体発育：出生時体重低下、出生後の身体発育状況等

３）先天異常：泌尿器、口唇・口蓋裂、消化器、循環器、染色体異常等

４）精神神経発達障害：発達、自閉症、スペクトラム障害、ＬＤ、ＡＤＨＤ等

５）免疫系の異常：アレルギー、アトピー、喘息

６）代謝・内分泌系の異常：耐糖能異常、肥満、性器形成障害、脳の性分化等

７）小児腫瘍の発生

　（４）　調査対象とする曝露要因

１）化学物質

　仮説を検証する上での必要性・重要性に応じて優先順位づけを行う。

　残留性有機汚染物質（ダイオキシン類、PCB、有機フッ素化合物、難燃剤等）、重金属（水

銀、鉛、ヒ素、カドミウム等）、内分泌攪乱物質（ビスフェノールＡ等）、農薬、香料、タ

バコ煙、大気汚染物質、室内汚染物質

２）遺伝要因

　　　　　環境要因の遺伝的感受性を明らかにするため、遺伝子解析も行う。

３）その他の要因（質問票調査）

　対象者の居住地などの基本属性、食事（食物摂取頻度など）、職業、妊娠歴、合併症、既

往歴、家族の既往歴、生活習慣（運動、睡眠など）、ストレス度、性格、社会経済状態、社

会環境、居住環境。

　

４）放射線量

　これまでの科学的知見からは、東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う放射線被ばく
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により、胎児や新生児を含め一般の方々に健康影響が生じるとは考えにくいと評価されて

いる。しかしながら、国民の不安を解消する観点からは、放射線の健康影響を評価するた

めのデータをできる限り収集し、これまで予期されなかった影響が万一にも生じることが

ないか、見守っていく。福島県民健康管理調査で妊婦さんの外部被ばく線量が推計されて

いる場合は、本人の了解をいただいたうえで、このデータを活用する。このような推計デー

タが得られない場合は、空間線量の地理的分布データと居住地等のデータから、外部被ば

く線量を推計するなど、適切な手法を検討することとする。
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Japan Environment & Children's Study 17

  

http://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.html
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TEL 024-547-1449 FAX 024-547-1448
TEL 024-983-4780 FAX 024-983-4751

0120-327-735

http://www.ecochil-fukushima.jp/

http://www.ecochil-fukushima.jp/m/



18

エコチル調査福島ユニットセンタースタッフ

（平成25年３月４日現在）
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【情報管理責任者】
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　山　田　真奈美　　主事（事務スタッフ）

　佐　藤　佳　奈　　主事（事務スタッフ）

　遠　藤　彩　子　　主事（事務スタッフ）

　

　半　澤　ハル子　　看護技師（リサーチコーディネーター責任者）

　古　川　麻里絵　　主事（リサーチコーディネーター）

　斎　藤　貴　子　　看護技師（リサーチコーディネーター）

　旭　　　香　織　　看護技師（リサーチコーディネーター）
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阿　部　幸　子　　主事（入力スタッフ）

島　田　美　希　　主事（入力スタッフ）
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【郡山事務所】

降　矢　　　正　　主事（事務長）

霜　山　恵弥子　　主事（事務スタッフ）

折　笠　清　美　　主事（事務スタッフ）

志　田　いづみ　　主事（事務スタッフ）

安　田　佳代子　　主事（事務スタッフ）

國　分　里　香　　主事（事務スタッフ）

田母神　敦　子　　主事（事務スタッフ）

竹　田　めぐみ　　主事（入力スタッフ）

緑　川　文　子　　主事（入力スタッフ）

三　浦　菜　子　　主事（入力スタッフ）

斎　藤　尚　子　　主事（入力スタッフ）

石　橋　純　恵　　主事（リサーチコーディネーター）

遠　藤　亮　子　　主事（リサーチコーディネーター）

佐久間　眞智子　　主事（リサーチコーディネーター）

三　瓶　つる子　　主事（リサーチコーディネーター）

池　田　洋　美　　主事（リサーチコーディネーター）

坂　本　美貴子　　主事（リサーチコーディネーター）

吉　田　理恵子　　主事（リサーチコーディネーター）

國　井　和　子　　主事（リサーチコーディネーター）

栗　田　令　子　　主事（リサーチコーディネーター）

関　根　睦　美　　主事（リサーチコーディネーター）

武　内　佐起子　　主事（リサーチコーディネーター）
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内　藤　美穂子　　主事（リサーチコーディネーター）

藤　澤　由　香　　主事（リサーチコーディネーター）

【県南支所】

大　槻　紀　子　　主事（リサーチコーディネーター）

金　澤　恵　子　　主事（リサーチコーディネーター）

小　針　淳　美　　主事（リサーチコーディネーター）

小　倉　由貴子　　主事（リサーチコーディネーター）

【会津支所】

渡　邉　幸　子　　主事（リサーチコーディネーター）

鈴　木　雪　恵　　主事（リサーチコーディネーター）

松　本　美　沙　　主事（リサーチコーディネーター）

鹿　目　祥　子　　主事（リサーチコーディネーター）

土　田　友理枝　　主事（リサーチコーディネーター）

五ノ井　幸　子　　主事（リサーチコーディネーター）

緑　川　麻紀子　　主事（リサーチコーディネーター）

【いわき支所】

高野澤　令　子　　主事（リサーチコーディネーター）

箱　崎　敦　子　　主事（リサーチコーディネーター）

市　原　とよみ　　主事（リサーチコーディネーター）

鈴　木　里　美　　主事（リサーチコーディネーター）

田　山　潤　子　　主事（リサーチコーディネーター）

和　田　みゆき　　主事（リサーチコーディネーター）
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平成25年１月31日現在
エリア 協力医療機関名 住　　　所

県　北（16）

福島赤十字病院 福島県福島市
明治病院 福島県福島市
いちかわクリニック 福島県福島市
ささや産婦人科 福島県福島市
新妻産婦人科 福島県福島市
本田クリニック産婦人科 福島県福島市
済生会福島総合病院 福島県福島市
大原綜合病院 福島県福島市
福島県立医科大学附属病院 福島県福島市
大川レディースクリニック 福島県福島市
菅野産婦人科医院 福島県福島市
セイントクリニック 福島県伊達市
二本松ウイメンズクリニック 福島県二本松市
社会保険二本松病院　産婦人科 福島県二本松市
渡辺医院 福島県二本松市
医療法人慈久会　谷病院　産婦人科 福島県本宮市

県　中（11）

たなかレディースクリニック 福島県郡山市
岡崎産婦人科 福島県郡山市
寿泉堂総合病院　 福島県郡山市
塚原産婦人科内科外科医院 福島県郡山市
慈繁会付属トータルヘルスクリニック 福島県郡山市
太田西ノ内病院 福島県郡山市
星総合病院 福島県郡山市
（財）脳神経疾患研究所付属総合南東北病院 福島県郡山市
古川産婦人科医院 福島県郡山市
国立病院機構福島病院 福島県須賀川市
小森山産婦人科医院 福島県須賀川市

県　南（４）

片倉医院産科婦人科 福島県白河市
白河厚生総合病院 福島県白河市
塙厚生病院　産婦人科 福島県東白川郡
岩佐医院 茨城県久慈郡大子町

会　津（４）

舟田クリニック産科婦人科 福島市会津若松市
竹田綜合病院 福島市会津若松市
会津中央病院　 福島市会津若松市
坂下厚生病院 福島県河沼郡

相　双（７）

あらき産婦人科クリニック 福島県相馬市
南相馬市立総合病院 福島県南相馬市
レディースクリニックはらまち 福島県南相馬市
西潤マタニティクリニック 福島県南相馬市
原町中央産婦人科 福島県南相馬市
大町病院 福島県南相馬市
双葉厚生病院 福島県双葉郡

いわき（９）

村岡産婦人科医院 福島県いわき市
渡辺産科婦人科 福島県いわき市
かたよせクリニック産科・婦人科 福島県いわき市
NOBUマタニティークリニック 福島県いわき市
いわき市立総合磐城共立病院 福島県いわき市
森田産婦人科麻酔科医院 福島県いわき市
つくだ町産婦人科医院 福島県いわき市
月川レディースクリニック 福島県いわき市
佐藤マタニティー・クリニック 福島県いわき市

協力医療機関
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活動実績

【平成22年度】

月 日 内　　　容 備　　　考

4 12 福島ユニットセンター認定 環境省

10 25－26 RC研修 コアセンター主催

11 24 第１回地域運営協議会 協力医療機関、自治体、関係機関出席

12 20 大学内倫理審査委員会 エコチル調査研究計画書申請の許可・
承認

1 8－9 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

31 リクルート開始 対象地区：福島市・南相馬市・双葉郡

2 7 RC代行研修 ユニットセンタースタッフ対象

3 2 県北小児科医会出席 エコチル調査概要の説明

11 （東日本大震災発生）

14 第２回地域運営協議会 震災により中止

23 エコチル調査コアセンターとの臨時会議 現状報告・今後の対応について協議

《認定書授与式》
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【平成23年度】

月 日 内　　　容 備　　　考

4 19 エコチル調査コアセンターヒアリング 福島市近隣地域の調査地区拡大について

24 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

25 大学内倫理委員会 エコチル調査研究計画書変更申請の許
可・承認

5 9 エコチル調査コアセンター運営委員会 伊達市、伊達郡の調査地区拡大につい
て承認

9 南相馬市・南相馬市内医療機関訪問 相双地区の調査中断について説明

13 メディカルサポートセンターヒアリング 相双地区の現状について説明

17 伊達市、伊達郡（桑折町・国見町・川
俣町）、セイントクリニック訪問 調査地区拡大について説明

25 双葉郡自治体訪問（県内・埼玉県） 相双地区の調査中断について説明

30 緊急時協力医療機関訪問（太田西ノ内
病院）

母体搬送・新生児搬送について協力依
頼

6 6 第1回地域運営協議会 協力医療機関、自治体、関係機関出席

7 伊達市、伊達郡のリクルート開始

14 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

15 緊急時協力医療機関訪問（竹田綜合病
院）

母体搬送・新生児搬送について協力依
頼

26 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

29 緊急時協力医療機関訪問（国立病院機
構福島病院）

母体搬送・新生児搬送について協力依
頼

30 RC研修アドバンスドコース コアセンター主催

7 3 県小児科医会出席 エコチル調査の概要説明

4 RC研修アドバンスドコース伝達講習 協力医療機関スタッフ対象

4 講演会「放射線の正しい知識」 講師：福島県立医科大学副学長
 山下俊一先生

28 管理者研修 コアセンター主催（東京）

9 5 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

10 2 ふくしま健康フェスタ2011 福島市・エコチル調査啓発活動

9 講演会「胎児・子どもの放射線影響を
考える」

講師：放射線医学総合研究所
発達期被ばく影響研究プログラムリー
ダー
医療被ばく研究プロジェクトリーダー 
 島田義也先生

13－14 RC代行研修 ユニットセンタースタッフ対象

11 11－30 ポスター掲示依頼訪問 駅、金融機関、スーパー等
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月 日 内　　　容 備　　　考

11 18 RC情報交換会 協力医療機関スタッフ対象

28 第２回地域運営協議会 協力医療機関、自治体、関係機関出席

12 1 ラッピングバス運行開始 市内循環及び郊外運行（調査対象地区）

2 環境省ヒアリング 実施体制やリクルート、データシステ
ム等について

1 12 ユニットセンター連絡協議会 コアセンター主催（東京）

22 エコチル調査１周年記念シンポジウム 環境省主催（東京）

23－24 宮城ユニットセンター合同会議出席 情報交換会・サブユニット見学

2 1 ラジオ福島・ふくしまＦＭ
クレジット提供開始 県内全域

5 新聞広告掲載 福島民報・福島民友

14 高知ユニットセンター地域運営協議会 出席・情報交換会（高知）

24 ポスター掲示依頼訪問 福島県地域保育所協議会

28 エコチル調査国際シンポジウム参加 環境省主催（福岡）

28 リクルート情報交換会 コアセンター主催（福岡）

28 ポスター掲示依頼訪問 福島県保育協議会

3 1 テレビCM開始 民放４局　県内全域

1 ふくしまＦＭCM開始 県内全域

4 新聞広告掲載 福島民報・福島民友

7 会津小児科医会講演 エコチル調査の概要説明

10 よみきかせ＆エコチルコンサート
福島市
講師：東北福祉大学　松本祥子先生
奏者：小野宏子さん・塩入加奈子さん

28 第３回地域運営協議会 協力医療機関、自治体、関係機関出
席

《平成23年度　第３回地域運営協議会》
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【平成24年度】

月 日 内　　　容 備　　　考

4 3－4 RC代行研修 ユニットセンタースタッフ対象

11 福島市訪問 窓口でのエコチル調査周知に向け協力
依頼

15 エコチルアルバム配布開始 出産された参加者様へお渡しする13年
間の成長記録ノート

5 1 新町オフィス開設・業務開始 データ入力専用事務所

22 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

25 タウン誌広告・記事掲載 雑誌名：シティ情報ふくしま

31 医療情報誌広告掲載 雑誌名：ぷるぷる

6 1 キャラクター入りエコバッグ配布開始 リクルート時

6 参加者対象イベント
『エコチルふれあい会』 母子25組参加・福島市

13 川内村訪問 エコチル調査現状報告と今後の予定に
ついて説明

中旬 桑折町広報誌記事掲載 エコチル調査への協力について記事掲
載

中旬 国見町広報誌記事掲載 エコチル調査への協力について記事掲
載

18－19 RC代行研修 ユニットスタッフ対象

20 葛尾村・楢葉町訪問 エコチル調査現状報告と今後の予定に
ついて説明

22 富岡町訪問 エコチル調査現状報告と今後の予定に
ついて説明

26 南相馬市訪問 エコチル調査現状報告と今後の予定に
ついて説明

26 エコチル全県調査にかかる説明会 会津地区　エコチル調査の概要説明

27 双葉町訪問 エコチル調査現状報告と今後の予定に
ついて説明

29 浪江町訪問 エコチル調査現状報告と今後の予定に
ついて説明

7 2 ふくしまFM「よ・み・き・か・せ」
クレジット開始 県内全域

4 第１回地域運営協議会 協力医療機関、自治体、関係機関出席

上旬 伊達市広報誌掲載 エコチル調査への協力について記事掲
載

上旬 福島市広報誌掲載 エコチル調査への協力について記事掲
載
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月 日 内　　　容 備　　　考

7 上旬 川俣町広報誌掲載 エコチル調査への協力について記事掲
載

17 エコチル全県調査にかかる説明会 県中・県南地区　エコチル調査の概要
説明

20 エコチル全県調査にかかる説明会 いわき地区　エコチル調査の概要説明

24 管理者研修 コアセンター主催（東京）

8 28 大学内倫理委員会 エコチル調査研究計画書変更申請の許
可・承認

28 いわき市・白河市訪問 エコチル調査の概要説明

29 参加者対象イベント
『エコチルふれあい会』 母子30組参加・福島市

31 相馬市訪問 エコチル調査の概要説明

9 2 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

3 郡山事務所開設・業務開始

3 田村市・須賀川市・本宮市訪問 エコチル調査の概要説明

4 郡山市訪問 エコチル調査の概要説明

4 エコチル調査全県化について記者発表

7 二本松市・会津若松市訪問 エコチル調査の概要説明

9 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

16 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

18 RC代行研修 ユニットセンタースタッフ対象

19 SRL生体試料取り扱い業務説明会 県中・県南地区

20 SRL生体試料取り扱い業務説明会 会津地区

21 SRL生体試料取り扱い業務説明会 いわき地区

23 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象

25 福島県地域運営協議会及び県中・県南
地域運営協議会（合同開催） 協力医療機関、自治体、関係機関出席

30 ふくしま健康フェスタ2012 エコチル調査啓発活動（福島市）

10 9 RC代行研修 ユニットセンタースタッフ対象

12 塙町訪問 エコチル調査の概要説明

14
富山県小児保健学会特別講演
「東日本大震災後の福島の子どもたち
とエコチル調査ができること」

富山市

15 富山ユニットセンター訪問 情報交換会（富山）

21 RC代行研修 協力医療機関スタッフ対象
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月 日 内　　　容 備　　　考

10 22 下郷町・南会津町訪問 エコチル調査の概要説明

23 只見町・磐梯町訪問 エコチル調査の概要説明

24 北塩原村・会津美里町・会津坂下町訪
問 エコチル調査の概要説明

26 三島町・金山町・柳津町訪問 エコチル調査の概要説明

28 エコチルコンサート
（エコチル・子育てについてミニ講演）

本宮市
奏者：仙台フィルハーモニー

29 桧枝岐村・昭和村訪問 エコチル調査の概要説明

30 猪苗代町・湯川村訪問 エコチル調査の概要説明

31 喜多方市・西会津町訪問 エコチル調査の概要説明

11 2 RC代行研修 ユニットセンタースタッフ対象

3 エコチルコンサート
（エコチル・子育てについてミニ講演）

福島市
奏者：河野　美紀子さん
　　　伊藤　　哲　さん

12 天栄村・西郷村訪問 エコチル調査の概要説明

16 新地町・飯舘村訪問 エコチル調査の概要説明

18 「福島のママとパパを応援する集い」（エコチル調査について講演）
福島県産婦人科医会・
福島県産科婦人科学会主催

19 会津地域運営協議会 協力医療機関、自治体、関係機関出席

20 泉崎村・中島村訪問 エコチル調査の概要説明

21 石川町訪問 エコチル調査の概要説明

26 いわき地域運営協議会 協力医療機関、自治体、関係機関出席

27 玉川村・小野町訪問 エコチル調査の概要説明

28 矢吹町・鏡石町・三春町訪問 エコチル調査の概要説明

30 平田村・鮫川村・古殿町訪問 エコチル調査の概要説明

12 3 浅川町訪問 エコチル調査の概要説明

4 棚倉町・矢祭町訪問 エコチル調査の概要説明

10 環境省ヒアリング 実施体制やリクルート等について

18 大玉村訪問 エコチル調査の概要説明

19 参加者対象イベント
『エコチルふれあい会』 母子30組参加・福島市

1 15 RC代行研修 ユニットセンタースタッフ対象

23 事務系スタッフ研修会 コアセンター主催（東京）

23 エコチル調査2周年記念シンポジウム 環境省主催（東京）

25 RC代行研修 協力医療機関・自治体職員対象

2 1 RC代行研修 協力医療機関・自治体職員対象
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月 日 内　　　容 備　　　考

2 20 RC情報交換会 県北地区　協力医療機関スタッフ対象

3 22 エコチル調査福島ユニットセンター　
学内報告会 活動実績について報告

《福島県地域運営協議会、県中・県南地域運営協議会》
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リクルート

○リクルート者数　　　5,066人

2011年１月31日（リクルート開始）～2013年２月15日時点

　　　　　　　　　　　　　　　※2012年10月～調査地区拡大

○同意率：78.8％（2013年２月15日時点）

○リクルート方法（医療機関、行政窓口等）

１．リクルート方法は基本的に協力医療機関でのリクルートであり、医療機関のRC（スタッフ）

が実施している。拡大地域においては、協力医療機関の状況に応じ、巡回方式（協力医療機

関のRCがリクルート）または常駐方式（福島ユニットセンターが雇用したRCがリクルート）

により実施している。

２．父親に関しても、参加者の妊婦健診中から出産・産後1か月健診までにリクルート実施。

＊医療機関の業務が忙しい場合は、サポート体制をとっている。

○カバー率、応諾率向上等の為の工夫

１．エコチル調査に関する認知度を高くするための対応

①広報等による地域・協力医療機関での協力依頼・声かけを実施

市町村・医療機関・公的機関への説明と依頼

ポスター・リーフレットの配布

②広報誌への掲載依頼・実施など

③市町村イベントへのブース出展、啓発活動

２．RCが協力医療機関を巡回し、調査票一式を回収しながら同意状況に応じて対象妊婦の状況、

声かけ状況、リクルート時の対応等に関して情報収集しながら対応している。

３．同意率が低い医療機関への対応

・各医療機関のリクルート状況の説明とリクルート方法について確認。

・同意率が低い医療機関においては、待ち時間における口コミによる不同意も多いことなど

から、声掛けの方法、リクルート時の説明と質問への対応、できるだけ説明直後に同意書

への記入を依頼するなどについて説明。
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フォローアップ

１．フォローアップ状況（平成24年12月末時点）

項　　目 人数（人） 備　考
調査打ち切り 25
調査とりやめ 38 主に原発事故による避難や転居等
質問票のみ継続 53 主に原発事故による避難や転居等
緊急搬送医療機関へ 4

里帰り・転居

11 里帰り（他のユニットセンターから）
13 里帰り（他のユニットセンターへ）
2 転居（他のユニットセンターから）
3 転居（他のユニットセンターへ）

　　

２．６ヶ月質問票の回収状況

①平成24年12月末時点で回収率は95.5％

②対応として、発送後１ヶ月経過時点でメールの督促、その後さらに返信がなければ１ヶ月後

（最初の発送から２ヶ月後）ハガキによる督促を実施している。

　

３．１歳質問票の回収状況

①平成24年12月末時点で回収率は90.6％

②発送後１ヶ月経過時点でメールの督促、その後さらに返信がなければ１ヶ月後（最初の発送

から２ヶ月後）ハガキによる督促を実施している。
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福島ユニットセンターキャラクター

　『子孫繁栄』『こどもが健康に育つように』との願いを込め

て作られた福島県会津地方に古くから伝わる縁起物『起き

上がり小法師』をモチーフに福島ユニットセンターのキャ

ラクターは作られました。

　　このキャラクターと共に、福島県の妊婦さんと子育てを

しているママ・パパに寄り添い、地域と連携しながら、しっ

かり子どもたちの成長を見守っていきます。
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【ノベルティグッズ】

クリアホルダー メモ帳

ポケットティッシュ、ボールペン、缶バッジ 業務用封筒

エコバッグ 母子健康手帳カバーケース（拡大前）
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25 1 4 19,600  

 
 

PC http://www.ecochil-fukushima.jp/ 
 

QR  

【ホームページ】

広　　報
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【子育て応援ポスター】
〈
拡
大
前
〉

〈
拡
大
後
〉
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【広報用オリジナルDVD】
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【エコチルアルバム】
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【実施予定表】
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平成23年７月４日　講演会「放射線の正しい知識」（医療機関スタッフ対象）

平成23年10月９日　講演会「胎児・子どもの放射線影響を考える」（参加者様対象）

【講演会・イベント等】



39

平成24年３月10日「よみきかせ＆エコチルコンサート」（参加者様対象）
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第１回　平成24年６月６日（水）

エコチルふれあい会（参加者様対象）

第２回　平成24年８月29日（水）

第３回　平成24年12月19日（水）
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エコチルコンサート
平成24年10月28日・本宮市

平成24年11月３日（参加者様対象）・福島市
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（平成23年度広報）

ラッピングバス（調査対象地区を運行）

行政広報誌 タウン誌
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フリーペーパー
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タウン誌 フリーペーパー

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

行政広報誌

（平成24年度広報）
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フリーペーパー
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【広告】
福島民報新聞

リビング新聞記事下広告

福島民友新聞
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【コラム】
〈調査地区拡大前〉
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1756人
 913人
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〈調査地区拡大後〉



54

【ニューズレター】
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「エコチル調査」福島県認知度調査レポート
（平成24年８月実施）

１．目　　的

福島県における「エコチル調査」の認知度等を把握することを目的にWebアンケート調査を実

施した。

２．実施方法

・調 査 方 法：Webアンケート調査

・調 査 機 関：平成24年８月29日（水）～平成24年８月31日（金）

・調 査 対 象：20歳代～60歳代の男女

・調査対象地域：福島県全域

・調査対象項目：１．エコチル調査の認知度

　　　　　　　　　　２．認知媒体

　　　　　　　　　　３．福島ユニットセンターのホームページのわかりやすさ

　　　　　　　　　　４．エコチル調査の重要性

・回 収 数：520人

【認知度調査】
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３．結　　果

３．１　地域別認知度

エコチル調査の認知度は、エコチル調査地域の県北で最も高く47％、その他の地域では20％前

後であった。

３．２　男女別認知度

全体の28％がエコチル調査を聞いたことがある、あるいは内容を含め知っていた。男性よりも

女性の認知度が高く、女性は36％、男性は20％であった。

（Q１：あなたは、「エコチル調査」をご存知ですか？）

（Q１：あなたは、「エコチル調査」をご存知ですか？）
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３．３　年齢別認知度

年齢別、エコチル調査の認知度では、30代が最も高率で33％、次いで40代が30％であった。60

代でも23％の認知度があった。

３．４　認知媒体

エコチル調査のことを知った媒体では、「テレビ」が14％と最も高率で、次いで「新聞」（10％）で

あった。

（Q１：あなたは、「エコチル調査」をご存知ですか？）

（Q３：あなたは、どのような媒体で、「エコチル調査」のことを知りましたか。（複数選択可））
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３．５　ホームページのわかりやすさ

福島ユニットセンターのエコチル調査ホームページのわかりやすさは、「よくわかった」あるい

は「まあまあわかった」が81％。

３．６　「エコチル調査」の重要性

エコチル調査の重要性については、81％が「とても重要だと思う」あるいは「重要だと思う」と答

えた。

（Q４：このホームページを見て、「エコチル調査」の内容がわかりましたか？）

（Q５：あなたは、「エコチル調査」の重要性について、どう思いますか？）
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2011．1．9（日）　福島民報

2011．1．10（月）　福島民友

掲載記事
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2012．9．5（水）　福島民報

2012．9．5（水）　福島民友
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2012．9．5（水）　朝日新聞　朝刊

2012．9．5（水）　毎日新聞　福島版
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2012．9．26（水）　福島民報

2012．9．27（木）　福島民友
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2012．11．29（木）　福島民友　いわき版2012．11．28（水）　福島民報　いわき版
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2012．3．12（月）　福島民友

2012．3．27（火）　福島民報
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2012．11．10（土）　リビング郡山

2012．11．６（火）　福島民友
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2011．2．11（金）　福島民報
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2010 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 32

資　　料
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福島県立医科大学
エコチル調査福島ユニットセンター　福島本部事務所

〒960－1295　福島県福島市光が丘１番地
TEL 024－547－1447・FAX 024－547－1448

お問い合わせ番号　024－547－1449

エコチル調査福島ユニットセンター　郡山事務所
〒963－8024　福島県郡山市朝日３丁目６番地４号

　　　レジデンス朝日第２ビル２階
TEL 024－983－4750・FAX 024－983－4751

お問い合わせ番号　024－983－4780
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